


































































































































































































































































































館の権利宣言」（Library Bill of Rights:1948.6.18 ALA
(11)
採択）はその前文


























































































































































































































































































































































































































(12) この「情報と思想のひろば」（forums of information and ideas）という文言
は、1980年の改訂で入れられたものである。
(13) アメリカ図書館協会の「図書館の権利宣言」の法的文書性については、川崎良
孝『図書館裁判を考える：アメリカ公立図書館の基本的性格』（京都大学図書館情
報学研究会、2002）がアメリカの関係判例を素材に詳細な検討を加えている。
(14) http://wwwsoc.nii.ac.jp/jla/ziyuu.htm
(15) 後にやや詳しく紹介する 『新潮45』閲覧制限事件東京地裁判決（平成11年６
月22日）も同じことを言っている。
(16) 原田尚彦『行政法要論 全訂第５版』学陽書房、2004,pp.42-44を参照。
(17) 彼女は、1970年に大学を卒業、まもなく船橋市立図書館に勤務するようにな
り、翌71年より児童奉仕担当、日本図書館協会児童青少年委員会委員だけでなく、
国際的な児童図書館サービス組織の委員をも歴任している。大学、短大の司書課程
の児童サービスの教科書も執筆している。童話の著作、翻訳もあり、この業界では
きわめて著名な存在である。
(18) 西河内靖泰「検証・図書館の自由；「千葉県船橋市西図書館蔵書廃棄事件」問
題をめぐって」『図書館評論』45号（2004.7）、pp.82-84.
追記：
本稿で取り上げた船橋市立図書館蔵書廃棄事件については、その後、
早法81巻３号（2006）78
2005（平成17）年11月24日、東京高等裁判所（浜野惺
しずか
裁判長）は、公立図書
館で閲覧に供される図書の著作者が、図書館職員の独断的な評価や個人的な好
みによって、その思想、意見等を公衆に伝達することを内容とする無形の人格
的利益を侵害された損害に対する金銭賠償は「一人当たり3000円をもって相当
とするというべきである」と判示した。この賠償額の算定は、2005（平成17）
年９月14日、在外邦人の選挙権制限に関し、国に対して原告一人当たり5000円
の支払いを最高裁大法廷判決が命じたことを参酌している。また、訴訟費用に
ついては、第一審にはじまる本事件の全過程に要した経費の1000分の999を控
訴人、‘新しい歴史教科書をつくる会’側に負担させるものとしている。
‘新しい歴史教科書をつくる会’側は、この浜野判決を不服として、12月６
日、最高裁に再び上告したとされる。
さらに補記：
本稿脱稿後、ここで取り上げた最高裁判決について、竹田稔「「公立図書館
職員による蔵書除籍・廃棄事件」最高裁判決」コピライト536号（2005.12),
pp. 32-35；山崎友也「公立図書館職員による蔵書廃棄と表現の自由」法学教
室306号別冊付録「判例セレクト2005」（2006.3), p.9；荏原明則「判例解説：
船橋図書館蔵書廃棄事件」法令解説資料総覧290号（2006.3), pp.89-91などの
論考が出されている。
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